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⽇本初*1、イーコンテクスト、ビットコイン決済を提供開始 
〜ビットコインなどデジタル通貨をテーマとした 

デジタルガレージ主催イベントのチケット購⼊⽀払い⽅法として採⽤〜 
 
 
株式会社デジタルガレージ（東証 JASDAQ 4819、本社：東京都渋⾕区、代表取締役グループCEO：林 郁、

以下：DG）の全額出資⼦会社で、決済事業を⼿がける株式会社イーコンテクスト（本社： 東京都渋⾕区 代
表取締役社⻑：踊 契三、以下：イーコンテクスト）は、ビットコイン事業を推進するQUOINE Pte. Ltd. （本
社： Singapore 代表取締役社⻑：Mario Gomez Lozada、以下：コイン）と提携し、当社の決済サービス
「イーコンテクスト決済」にて「ビットコイン決済」の提供を開始します。コインは、アジア有数のビットコ
イン取引所を運営しており、⽇本でも唯⼀信⽤取引（最⼤ 25 倍）や他通貨取引、アルゴリズム取引などを提
供しています（⽇本での⽉間取引⾼は6 億円強：2015 年4 ⽉時点）。 

 
今回の提携に基づくサービス提供の第⼀弾として、DG が主催し2015 年7 ⽉6 ⽇〜7 ⽇に開催するカンフ

ァレンス『THE NEW CONTEXT CONFERENCE 2015 TOKYO』のチケット購⼊⽅法の⼀つとして、Peatix 
Inc.（ピーティックス、所在地：ニューヨーク州ニューヨーク、CEO: 原⽥ 卓）が提供するイベント管理、
チケット販売サービス「Peatix」にビットコイン決済を導⼊しました。（http://ncc.garage.co.jp/ja/） 
 
■「イーコンテクスト決済」について 

「イーコンテクスト決済」サービスは、クレジットカード、コンビニ・銀⾏、電⼦マネー、通信キャリア課
⾦、ポイント決済など、EC に必要な決済を⼀括導⼊可能なマルチペイメントサービスです。EC 事業者はイー
コンテクストが提供する専⽤の⽀払い⽅法選択画⾯を利⽤することで開発⼯数や費⽤をかけずに決済サービ
スを導⼊できることが特⻑です。コインとの今回の提携により、「イーコンテクスト決済」サービスをご利⽤
いただいているEC 事業者は、当社との既存契約のみで、新たなシステム改修をすることなくすぐにビットコ
イン決済を導⼊することが可能です。また、ビットコイン決済で収納した代⾦も、その他の預り⾦と合わせて
⼀括管理が可能です。 
 
■ビットコインとは 

ビットコインとはデジタル仮想通貨の⼀種です。中央銀⾏のような特定の発⾏主体を介さず、オープンソー
ス*2かつPeer to Peer*3⽅式で運営されていること、そのため低い⼿数料で取引できること、また、暗号化
技術を利⽤したデジタル認証により取引の改ざんができない透明性の⾼い決済プラットフォームであること
が特徴です。 
 
 現在、ビットコインの発⾏総額は 約 1400 万 BTC(約 4,200 億円)*4と昨年⽐約 110%の成⻑、ビットコ
インの管理・取引に利⽤するビットコインウォレット数も2014年末の約800万から2015年末には約1,200
万に到達すると予測されています*5。⽶国では既に Microsoft、Expedia、Dell、PayPal、Square、Virgin、
TIME 等の⼤⼿企業がビットコインを決済⼿段として採⽤しているほか、⽇本最⼤⼿のインターネットショッ
ピングモールを運営する楽天も⽶国、オーストラリア、ドイツでのビットコイン決済の展開開始を発表してお
り、EC サイトでのビットコイン決済の導⼊、及び⽀払いニーズは今後も⾼まっていくものと推測されます。 
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■今後の展開 
 イーコンテクストは今回の提携を機に、「ビットコイン決済」の普及を積極的に推進していきます。また、DG
並びに同じくDG 傘下でEC 決済事業を展開するベリトランスと連携し、ビットコイン決済のみならず、ビッ
トコインを活⽤した新たな事業展開など、⾦融×IT 領域を連動させたFintech ソリューション創出による成⻑
戦略を推進していきます。 
 
 
<⽀払い⽅法選択画⾯＞＊６ 

 
*1 ⽇本初：決済代⾏事業者との直接契約のみでビットコイン決済のシステム利⽤ができ、ビットコインウォレットを設けず精算完了 

する提供形式において⽇本の決済代⾏事業者として初の提供となります。 

*2 オープンソース：ソースコードが無償で公開されており、 ライセンスにより使⽤、改良、再配布を認められているプログラム 

*3 Peer to Peer: ネットワーク上に存在する端末(コンピューター)が、⼀対⼀の対等の関係で通信を⾏うこと。 

*4 出典：Blockchain.info 

*5 出典：CoinDesk “State of Bitcoin 2015” 

*6 ⽀払い⽅法選択画⾯：イーコンテクスト決済サービス ⽀払い⽅法選択画⾯サンプルイメージです。 

 

 

【イーコンテクストについて】  
DG の全額出資⼦会社で、EC 決済事業を担う決済プロバイダー。「EC 事業者のコアビジネスへの専念」を

基本理念に、同じくDG 傘下のベリトランスと共に、グループ全体で⽇本最⼤規模のEC 決済プロバイダーと
して、⽇本国内はもとよりアジアを中⼼とした海外市場をカバーするグローバルなEC 決済プラットフォーム
の構築を⽬指し事業を拡⼤しています。またコンビニでのキオスク端末を利⽤したリアル決済の先駆け的存在
であり、資⾦移動業者として送⾦サービス「CASH POST」等も運営しています。 

HP:http://www.econtext.jp/ 


